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Ｉｎｆｏrｍａｔｉｏｎ
　

地
域
の
防
災
力
向
上
を
目
的

に
、
防
災
士
養
成
研
修
（
基
礎
コ

ー
ス
）
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時　

７
月
30
日
（
日
曜
）

　

９
時
30
分
～
17
時（
９
時
受
付
）

◆
場
所　

中
央
公
民
館
大
集
会
室

◆
対
象
（
全
て
満
た
す
人
）

▼
県
内
在
住
か
在
勤
の
人

▼
全
て
の
講
座
に
出
席
可
能
な
人

▼
研
修
の
目
的
を
理
解
で
き
る
人

▼
日
頃
か
ら
防
災
に
関
わ
っ
て
い

る
人
や
今
後
地
域
の
防
災
活
動
に

貢
献
す
る
意
志
や
意
欲
が
あ
る
人

◆
受
講
料　

無
料

※
資
格
取
得
に
は
、
防
災
士
資
格

　

取
得
試
験
受
験
料
三
千
円
、
認

　

証
登
録
料
五
千
円
が
必
要
で
す

▼
申
込
方
法

　

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
、
郵

送
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
や
研

　

修
の
詳
細
に
つ
い
て
は
県
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ
い

◆
申
込
締
切　

７
月
20
日（
木
曜
）

●
申
・
問

・
宮
崎
県
防
災
士
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

〒
８
８
０
‐
０
８
０
５

宮
崎
市
橘
通
東
３
丁
目
１
番
11
号

　

℡
０
９
８
５
‐
55
‐
０
４
４
７

０
９
８
５
‐
55
‐
０
４
６
７

kenbousaishi-nw
@

cronos.
ocn.ne.jp

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
と

利
用
者
の
権
利
擁
護
を
目
的
と
し

て
介
護
施
設
を
訪
問
し
、
利
用
者

か
ら
の
相
談
対
応
な
ど
を
行
う
介

護
相
談
員
を
募
集
し
ま
す
。

◆
任
期　

令
和
５
年
８
月
１
日

　

～
令
和
６
年
３
月
31
日

◆
活
動
時
間

　

月
に
数
箇
所
訪
問（
２
人
１
組
）

◆
謝
礼
金　

月
額
１
万
円

◆
募
集
人
数　

若
干
名

◆
応
募
要
件

▼
自
動
車
運
転
免
許
、
自
家
用
車

を
持
っ
て
い
る
こ
と
（
自
家
用
車

で
の
施
設
訪
問
の
た
め
）

▼
養
成
研
修
を
受
講
で
き
る
こ
と

◆
応
募
方
法

　

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
）
を
郵

送
す
る
か
窓
口
に
提
出

※
封
筒
に
「
介
護
相
談
員
応
募
」

　

と
朱
書
き
し
て
郵
送
く
だ
さ
い

◆
募
集
締
切

　

６
月
30
日
（
金
曜
）
必
着

◆
選
考
方
法　

書
類
審
査
と
面
接

●
申
・
問
・
長
寿
介
護
課

　

℡
23
‐
１
１
４
０

　

〒
８
８
６
‐
８
５
０
１

　

小
林
市
細
野
３
０
０
番
地

◆
対
象
（
全
て
満
た
す
人
）

▼
県
内
に
お
お
む
ね
１
年
以
上
居

住
す
る
18
歳
以
上
の
人
で
、
次
の

い
ず
れ
か
の
身
体
障
害
者
手
帳
の

交
付
を
受
け
て
い
る
人
か
こ
れ
に

準
ず
る
人

・
視
覚
障
が
い
１
級

・
肢
体
不
自
由
１
、２
級

・
聴
覚
障
が
い
２
級

▼
県
が
委
託
し
た
施
設
で
約
４
週

間
の
訓
練
を
受
け
、
身
体
障
害
者

補
助
犬
（
以
下
「
補
助
犬
」）
を

適
切
に
利
用
し
、
飼
育
で
き
る
人

▼
補
助
犬
を
使
用
す
る
こ
と
で
就

労
等
社
会
活
動
へ
の
参
加
に
効
果

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
人

◆
費
用

　

補
助
犬
の
購
入
、
訓
練
に
要
す

る
費
用
は
、
県
が
負
担
し
ま
す
。

※
そ
の
他
、訓
練
期
間
中
の
旅
費
、

　

食
費
、
給
付
後
の
飼
育
費
な
ど

　

は
本
人
負
担

◆
申
込
期
限　

７
月
14
日（
金
曜
）

◆
そ
の
他

　

給
付
は
選
考
で
決
定
さ
れ
ま
す
。

●
申
・
問
・
福
祉
課

　

℡
23
‐
０
１
１
１

◆
対
象

　

県
内
在
住
の
ひ
と
り
親
家
庭
の

母
、
父
、
寡
婦
の
人
で
、
調
理
の

実
務
経
験
が
２
年
以
上
あ
り
、
県

内
で
10
月
に
行
わ
れ
る
調
理
師
試

験
を
受
験
す
る
人

※
講
座
全
日
程
に
出
席
で
き
る
人

▼
日
時　

８
月
19
日
（
土
曜
）、20
日
（
日
曜
）

　

９
時
～
16
時
20
分

◆
場
所

　

県
総
合
保
健
セ
ン
タ
ー
大
研
修
室

◆
定
員　

先
着
20
人
程
度

▼
受
講
料　

無
料

　

※
テ
キ
ス
ト
代
は
受
講
生
負
担

◆
応
募
締
切　

６
月
30
日（
金
曜
）

◆
応
募
書
類

　

所
定
の
申
込
書
、
児
童
扶
養
手

当
か
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
受
給

資
格
者
証
の
写
し

※
申
込
書
は
連
合
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、

　

市
こ
ど
も
課
窓
口
に
あ
り
ま
す

●
申
・
問

・
県
ひ
と
り
親
福
祉
連
合
会

　

℡
０
９
８
５
‐
22
‐
４
６
９
６

　

〒
８
８
０
‐
０
０
０
７

　

宮
崎
市
原
町
2
‐
22

　

宮
崎
県
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
内

募　

集

介
護
相
談
員
募
集

身
体
障
害
者
補
助
犬

給
付
希
望
者
募
集

ひ
と
り
親
対
象

調
理
師
試
験
準
備
講
習
会

宮
崎
県
防
災
士
養
成

研
修
（
基
礎
コ
ー
ス
）

　

気
功
を
取
り
入
れ
た
独
自
の
健

康
法
で
体
を
ほ
ぐ
し
ま
し
ょ
う
。

◆
日
時
（
全
て
水
曜
）

　

７
月
５
日
、
７
月
19
日
、
８
月

２
日
、
８
月
16
日
、
８
月
30
日
、

９
月
13
日　

19
時
～
20
時
30
分

◆
場
所  

野
尻
庁
舎
２
階
大
会
議
室

◆
参
加
費　

５
０
０
円

◆
保
険
料　

１
５
０
円

◆
定
員　

15
人

◆
申
込
締
切　

６
月
21
日（
水
曜
）

　

自
分
だ
け
の
は
ん
こ
を
作
り
ま

し
ょ
う
。子
ど
も
の
は
ん
こ
に
も
。

◆
日
時
（
全
て
木
曜
）

　

７
月
６
日
、
７
月
20
日

　

14
時
～
16
時

◆
場
所

　

野
尻
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
参
加
費　

無
料

※
別
途
材
料
費
必
要

◆
定
員　

12
人

◆
申
込
締
切　

６
月
22
日（
木
曜
）

【
共
通
事
項
】

◆
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
の
人

◆
申
込
方
法

　

電
話
ま
た
は
窓
口

◆
そ
の
他

▼
申
込
多
数
の
場
合
抽
選

▼
締
切
後
も
定
員
に
空
き
が
あ
る

場
合
は
受
け
付
け
ま
す
。

●
申
・
問
・
中
央
公
民
館

　

℡
22
‐
３
４
８
２

◆
サ
ポ
ー
タ
ー
の
取
り
組
み
内
容

　

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
通
い
の
場

の
運
営
や
、
認
知
症
支
援
の
普
及

啓
発
、
介
護
予
防
の
運
動
指
導
な

ど
を
行
い
ま
す
。

◆
日
時
（
全
３
日
間
）

①
７
月
７
日
（
金
曜
）

　

13
時
30
分
～
16
時

②
７
月
19
日
（
水
曜
）

　

13
時
30
分
～
16
時
20
分

③
８
月
３
日
（
木
曜
）

　

13
時
30
分
～
16
時
10
分

◆
場
所

①
野
尻
庁
舎
２
階
大
会
議
室

②
・
③
中
央
公
民
館

◆
対
象　

市
内
在
住
者

　

※
学
生
を
除
く

◆
参
加
費　

無
料

◆
申
込
方
法　

電
話

◆
申
込
締
切　

６
月
23
日（
金
曜
）

●
申
・
問

・
小
林
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
25
‐
０
７
０
７

・
小
林
市
西
部
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー

　

℡
27
‐
２
５
５
２

・
の
じ
り
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
44
‐
２
２
７
１

　

小
学
校
入
学
前
に
、
子
ど
も
の

こ
こ
ろ
や
か
ら
だ
の
健
康
、
発
達

な
ど
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
人
の

た
め
、就
学
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

◆
日
時

▼
７
月
25
日（
火
曜
）、26
日（
水
曜
）

　

10
時
～
16
時

▼
７
月
27
日
（
木
曜
）

　

10
時
～
12
時

※
応
募
多
数
の
場
合
は
7
月
28
日

　
（
金
曜
）
も
開
催

▼
場
所　

南
小
学
校

▼
対
象

　

来
春
小
学
校
入
学
予
定
の
幼
児

▼
申
込
締
切　

６
月
23
日（
金
曜
）

▼
申
込
方
法

　

所
定
の
申
込
書
を
通
園
し
て
い

る
認
定
こ
ど
も
園
、
幼
稚
園
、
保

育
園
（
所
）
に
提
出
す
る
か
、
学

校
教
育
課
に
提
出

▼
申
込
用
紙
の
配
布
先

　

各
提
出
先
で
受
け
取
る
か
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

▼
そ
の
他

　

相
談
日
時
は
、
後
日
、
通
知
し

ま
す
。
教
育
支
援
フ
ァ
イ
ル「
絆
」

を
持
っ
て
い
る
人
は
当
日
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

●
申
・
問
・
学
校
教
育
課

　

℡
23
‐
０
４
２
４

　

食
費
な
ど
の
物
価
高
騰
に
直
面

し
、
影
響
を
特
に
受
け
る
子
育
て

世
帯
へ
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

◆
対
象
者
（
ひ
と
り
親
世
帯
分
）

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
令
和
５
年
３
月
分
の
児
童
扶
養

手
当
を
受
給
し
た
人

②
公
的
年
金
な
ど
を
受
給
し
、
令

和
５
年
３
月
分
の
児
童
扶
養
手
当

の
支
給
を
受
け
て
い
な
い
人

③
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
家
計

が
急
変
す
る
な
ど
、
収
入
が
児
童

扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
と

同
じ
水
準
と
な
っ
て
い
る
人

※
①
は
申
請
不
要

◆
対
象
者（
ひ
と
り
親
世
帯
以
外
分
）

　

①
、
②
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、

ひ
と
り
親
世
帯
分
の
給
付
金
を
受

給
し
て
い
な
い
人

①
昨
年
度
実
施
し
た
子
育
て
世
帯

生
活
支
援
特
別
給
付
金
（
ひ
と
り

親
世
帯
以
外
分
）
を
受
給
し
た
人

②
次
の
２
つ
の
要
件
を
満
た
す
人

▼
令
和
５
年
３
月
31
日
時
点
で
18

歳
（
特
別
児
童
扶
養
手
当
受
給
者

の
場
合
は
20
歳
）
未
満
の
児
童
を

養
育
す
る
生
計
の
中
心
者

▼
令
和
５
年
度
住
民
税
均
等
割
が

非
課
税
の
人
か
、
物
価
高
騰
の
影

響
を
受
け
令
和
５
年
１
月
以
降
の

家
計
が
急
変
し
、
住
民
税
非
課
税

相
当
の
収
入
と
な
っ
た
人

※
①
は
申
請
不
要

▼
支
給
額

　

児
童
１
人
当
た
り
一
律
５
万
円

●
申
・
問
・
こ
ど
も
課

　

℡
23
‐
１
２
７
８

保
健
・
福
祉

地
域
包
括
ケ
ア
推
進

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

シルバー人材センター職員募集

◆募集人員　１人（資格：高卒程度）
◆給与　センター給与規定による

（国家公務員行政職一表１級～４級）
◆申込方法
　ハローワークの紹介状と履歴書を
郵送するか窓口に提出ください
◆申込期限　７月 31 日（月曜）
●申・問＝小林市シルバー人材セン
ター事務局　℡ 22‐2440
小林市細野 2239 番地 1

来
春
入
学
予
定
者
対
象

就
学
相
談
会

低
所
得
子
育
て
世
帯

生
活
支
援
特
別
給
付
金

案　

内

Mail FAX

県ホームページ

の
じ
り
生
涯
学
習
講
座

大
人
の
た
め
の

や
さ
し
い
ヨ
ー
ガ
＆
気
功
講
座

消
し
ゴ
ム
は
ん
こ
作
り
講
座

講
座
・
催
し

【ひとり親世帯分】

【ひとり親世帯以外分】

※
詳
細
は
コ
チ
ラ
↓

小林市福祉タクシー利用券が利用できるタクシー会社

令和５年度利用券を利用できる会社は次のとおり
▼宮交タクシー
℡ 23‐3121
▼三和交通
℡ 23‐2131
▼こばやし交通
℡ 21‐0550
▼福祉タクシーひまわり
℡ 23‐6565

▼福祉タクシーきずな　
℡ 44‐２７０７
▼福祉タクシーしづの
℡０９０- ７４７２- ５１９８
▼福祉タクシーすみれ
℡０８０- ５７９２- ５６６７
●問＝長寿介護課
℡ 23‐1140
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新型コロナワクチン接種のお知らせ
●問＝健康推進課（ワクチン接種担当）℡ 24-5007

　５月上旬までに「令和５年春開始接種」の対象者とな
る、65 歳以上の全ての人に接種券を発送しました。春
開始接種は８月までとなりますので、接種を希望する人
は早めの接種をお願いします。
　５歳以上 65 歳未満の人で基礎疾患がある、または重
症化のリスクが高いと医師が判断した人は接種券発送の
申請をすることで接種を受けられます。既に申請済みの
人へは順次発送していきますので、お手元に届くまでし
ばらくお待ちください。
　また、それ以外の人については、「令和５年秋開始接種」

（９月から開始予定）での接種となります。詳細が決ま
り次第、随時広報こばやしやメール配信サービス、防災
ラジオ、市公式 LINE などでお知らせします。

インターネット予約（24 時間）
市ホームページ（右 QR コード）か
ら予約できます。

コールセンター予約令和５年春開始接種（５月～８月）

乳幼児接種（生後６カ月～４歳）
小児接種（５歳～ 11 歳）

　乳幼児接種・小児接種は引き続き実施して
います。予約方法など、詳細は接種券同封の
チラシを確認ください。乳幼児の接種券発行
には申請が必要です。健康推進課（ワクチン
接種担当）までお電話ください。

Ｉｎｆｏrｍａｔｉｏｎ

0120-30-0759☎
※コールセンターの設置は６月 30 日まで

９時～ 18 時
土日祝日含む

　5 月 8 日から新型コロナウイルス感染症は、季節性
インフルエンザと同じ「5 類感染症」へ移行されました。
　しかし、新型コロナウイルス自体がなくなったわけで
はありません。
　5 類移行後の感染対策は、個人や事業者の自主的な判
断に委ねられます。
　その場の感染リスクに応じたマスクの着脱や換気、3
密の回避、手洗い、健康的な生活習慣の維持を心がける
など、感染症に負けない健康習慣に努めましょう。

混雑状況など、感染リスクに応じてマスク着脱の判断をお
願いします。高齢者施設や医療施設など、重症化リスクの
高い方と接する場では、マスクの着用が推奨されています。

特に不特定多数の人がいるところでは、換気や人との間隔
を空けることが、感染防止対策としては有効です。

食事前、トイレの後、家に帰ったときなどには、まず手を
洗うことを心掛けましょう。

健康状態に応じて、適度な運動やバランスの取れた食事な
ど、適切な生活習慣を理解し、実行することが大切です。

発熱などの症状が出たら…

受診する際の注意点
かかりつけ医やお近くの医療機関に事前に連絡し、不織
布マスクを着用するなど、感染防止対策を徹底したうえ
で受診してください。

宮崎県新型コロナウイルス感染症相談窓口

0985-78-5670☎ （24時間対応）

受診する医療機関に迷ったときや療養中に体調が急変したとき

新型コロナウイルスに感染したら

０日目 １日目 ２日目 ３日目 ４日目 ５日目 ６日目 ７日目 ８日目 ９日目 10 日目

発症後 を経過し、かつ症状軽快から
経過するまでの間は、外出を控えることを推奨

が経過するまでは、マスク着用や重症化
リスクの高い方との接触を控えることを推奨

その場に応じたマスク着用・咳エチケット

換気、「３つの密（密集・密接・密閉）」を回避

手洗いは日常の生活習慣に

適切な生活習慣で健やかな暮らし

10 日間５日間 24時間
（発症日※）

新型コロナウイルスは
季節性インフルエンザと同じ５類感染症へ

感染症に負けない健康習慣を！
●問＝健康推進課 ℡ 23-0323

◆
受
付
期
限　

６
月
30
日（
金
曜
）

◆
申
請
書
配
布
・
申
込
窓
口

　

農
業
振
興
課
／
須
木
庁
舎
地
域

振
興
課
／
野
尻
庁
舎
地
域
振
興
課

◆
変
更
申
請
の
要
件

　

農
用
地
（
青
地
）
を
除
外
す
る

と
き
は
具
体
的
・
緊
急
的
な
事
業

計
画
が
あ
り
、
法
律
に
定
め
ら
れ

た
要
件
を
全
て
満
た
す
場
合
に
限

り
ま
す
。

●
申
・
問

・
農
業
振
興
課  

℡
23
‐
０
３
０
０

・
須
木
庁
舎
地
域
振
興
課

　

℡
48
‐
３
１
３
０

・
野
尻
庁
舎
地
域
振
興
課

　

℡
44
‐
１
１
０
０
（
代
表
）

　

市
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の

見
直
し
を
令
和
５
年
度
か
ら
令
和

７
年
度
に
か
け
て
実
施
す
る
た

め
、
令
和
６
年
度
中
の
変
更
申
請

に
つ
い
て
は
受
付
を
中
断
す
る
予

定
で
す
。

　

住
宅
の
建
築
や
太
陽
光
発
電
施

設
の
設
置
な
ど
を
計
画
さ
れ
て
い

る
人
で
令
和
６
年
度
中
に
着
工
予

定
の
人
は
令
和
５
年
12
月
末
ま
で

に
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
・
農
業
振
興
課

　

℡
23
‐
０
３
０
０

　

豪
雨
や
台
風
な
ど
で
農
地（
田
・

畑
）
や
農
業
用
施
設
（
農
道
・
用

排
水
路
な
ど
）
が
被
災
し
た
場
合

は
、
現
地
（
立
会
）
を
確
認
後
に

災
害
復
旧
事
業
と
し
て
申
請
を
行

う
た
め
、
必
ず
１
週
間
以
内
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
注
意
事
項

　

農
業
用
施
設
は
、
日
頃
の
維
持

管
理
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
、
災

害
と
し
て
申
請
で
き
ま
せ
ん
。
日

頃
か
ら
草
刈
り
や
水
路
の
泥
上
げ

な
ど
の
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
復
旧
す
る
際
の
費
用

　

各
農
地
と
農
業
用
施
設
の
受
益

者
へ
負
担
金
が
生
じ
ま
す
。

※
被
災
規
模
や
被
災
金
額
に
規
定

　

が
あ
り
ま
す

●
申
・
問

・
建
設
課　

℡
23
‐
０
３
１
１

・
須
木
庁
舎
地
域
振
興
課

　

℡
48
‐
３
１
３
０

・
野
尻
庁
舎
地
域
振
興
課

　

℡
44
‐
１
１
０
０
（
代
表
）

　

平
成
29
年
４
月
か
ら
介
護
福
祉

士
な
ど
の
資
格
保
持
者
は
、
離
職

の
際
に
氏
名
、
住
所
な
ど
を
県
福

祉
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
届
け
出
る
こ

と
が
努
力
義
務
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
従
事
し
て
い
る
人
も
届
け

出
る
こ
と
で
、
各
種
研
修
の
案
内

や
資
格
試
験
の
案
内
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
届
け
出
で
き
る
資
格
・
研
修

　

介
護
福
祉
士
、
介
護
職
員
初
任

者
研
修
、介
護
職
員
実
務
者
研
修
、

旧
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修
１

級
・
２
級
、
旧
介
護
職
員
基
礎
研

修
、
生
活
援
助
従
事
者
研
修
、
入

門
的
研
修　

な
ど

●
問
・
宮
崎
県
社
会
福
祉
協
議
会

　

宮
崎
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
９
８
５
‐
32
‐
９
７
４
０

◆
日
時　

６
月
24
日
（
土
曜
）

　

9
時
～
17
時

◆
場
所　

都
城
公
証
人
役
場

◆
費
用　

無
料

◆
内
容

　

遺
言
、
相
続
、
任
意
後
見
人
契

約
、
尊
厳
死
宣
言
、
賃
貸
借
契
約
、

金
銭
賃
貸
借
契
約
、
離
婚
給
付
契

約
な
ど
の
公
正
証
書
作
成
に
関
す

る
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

◆
そ
の
他　

事
前
予
約
が
必
要

●
申
・
問
・
都
城
公
証
人
役
場

　

℡
０
９
８
６
‐
22
‐
１
８
０
４

そ　

の　

他

農
振
除
外
な
ど
の
申
請

を
受
け
付
け
ま
す

離
職
介
護
福
祉
士
等
届
出

制
度
を
活
用
く
だ
さ
い

休
日
無
料
公
証
相
談

農
地
・
農
業
用
施
設
が

被
災
し
た
際
に
は
す
み

や
か
に
連
絡
を

農
振
除
外
な
ど
の

変
更
申
請
の
受
付
中
断

届け出はこちら
から↓

　突然ですが 〝男女共同参画〟と聞いて、みなさんは
どんな印象をお持ちでしょうか。男女平等？ 女性活
躍？ 昨今の世の中の動きから、女性の地位向上を主
張するもの、というイメージを持たれる方が多いかも
しれませんね。
　もちろん間違いではありませんが、広い意味で捉え
るならば、いろんな人がいて地域が成り立っている、
という前提に立てるということ。目指すところは、性
別や慣習にとらわれず「誰もが　自分らしく　生きて
いける地域づくり」といったところでしょうか。
　そもそも人は、地域は、世界は多様なもの！私が「自
分らしく」、自分の大切な人が「その人らしく」生き
ていける。そんな地域に、人は「住み続けたい」「帰
りたい」と願うのだと思います。
　では「そのために何をしたらいいの？」男女共同参
画の学びには、そのヒントがぎゅっと詰まっています。
　毎年宮崎市で開催されている基礎講座を、今年度は
小林市でも一部受講できます。（７月開催）この機会
に是非ご一緒しませんか。
　宮崎県男女共同参画地域推進員は県内に 95 名（う
ち小林市は１名）おり、男女共同参画の視点に立った
普及啓発活動を行っています。

「あなたらしさ」が大切にされる社会へ

6 月 23 日～ 29 日は

寄稿：宮崎県男女共同参画地域推進員　栗
く り や

屋 光
ひかり

「男女共同参画週間」

サンカクだより


